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むらさき子どもひろば　一輪車教室
小学生
9月7日ª午後3時15分～4時30分（受

付は3時30分まで）
四小校庭
当日会場へ
同ひろば@49-5500

家庭教育学級
◆一日家庭教育学級
◇「能楽・狂言にふれてみよう」
にしみたか学園井口小、同校世話人会、

市教育委員会
20人（先着制）
9月8日º午前10時30分～正午（開場

は10時）
にしみたか学園井口小体育館

◇第六中学校区小・中一貫教育校開園に
向けて「国際社会で求められているコミ
ュニケーションを高めるために」
一小、同校PTA、市教育委員会
9月22日º午前10時～11時30分
一小ランチルーム

◆継続家庭教育学級
◇「大人が子どもに聞きたいこと・伝え
たいこと～読書会をしながら、子どもや
子育てについて語り合う会～」
四中、同校PTA、市教育委員会
A9月11日∏午後4時～5時30分（読書

会『五体不満足』）、B10月13日º午前10
時～正午（講演会）

A四中図書室、B四中生涯学習室
いずれも生涯学習課@内線3316

子育てコンビニ～プレママ座談会
第一子を妊娠中の方
9月14日ª午後1時～2時30分
市民協働センター
子育てコンビニ sukusuku@

mitaka.ne.jp
おやこひろば事業「おやこでよって
チョコっとあっぷるーむ」9月
おやこひろば実施協議会、市
おおむね0～3歳のお子さんを持つ親子

とプレママ（妊娠中のお母さん）、各親子
10組（先着制）

Aスリングの使い方＝9月10日∑午前
10時30分～正午、B布コラージュで今の
気持ちをカタチにしよう！＝9月13日∫

午前10時30分～正午、C赤ちゃんのサイ
ンを感じとろう＝9月15日º午後1時30分
～3時30分、Dベビーマッサージ＝9月17
日¥午後1時30分～3時30分、Eフェルト
ボールを作って遊ぼう！＝9月20日∫午
前10時30分～正午、Fプレママの骨盤ケ
ア＝9月22日º午後1時30分～3時30分、
Gラク×2（らくらく）子育て応援セラ
ピー＝9月24日≥午後1時30分～3時30分、
H子育てに役立つコーチング＝9月27日
∫午前10時30分～正午、I赤ちゃんのサ
インを感じとろう＝9月29日º午後1時30
分～3時30分
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市民協働センター
ACDGHI1,000円、BE1,300円、

F1,800円（さらし代含む）
DFバスタオルなど
電話またはファクス（お子さんの

年齢と名前を明記）で市民協働センター
@46-0048・I46-0148
家庭教育講座
「育児・育自に活かす色の効果」
講師は日本色彩学会正会員の佐々木染
子さんほか。
在勤・在学を含む16歳以上の市民25

人、保育（1歳～就学前）20人（申込多
数の場合は抽選）
9月25日～11月27日の毎週火曜日午前

10時～正午（全10回）
社会教育会館
9月3日∑～7日ªに、直接または電

話・インターネットで同館@49-2521
お母さんもお父さんも楽しい親子あそび
講師はリトミックスクール音楽の森永
井悦子さん。
市内在住の1～3歳のお子さんと保護者
9月28日ª午前10時30分～11時30分
大沢コミュニティセンター
9月3日∑午前10時からすくすくひ

ろば@45-7710
東児童館CAPワークショップ
「人権」を子どもに分かりやすく教え、
暴力に対して子どもが自分自身を守る力
を育てるプログラムです。
小学1～3年生と保護者30人（先着制）
9月29日ºAおとなワークショップ

（Bに参加する子どもの保護者は必ず受
講。1歳～就学前の保育あり）＝午前9時
30分～11時30分、Bこどもワークショッ
プ＝午後1時30分～2時50分
東社会教育会館
9月3日∑午前10時から東児童館@44-

2150
コーチング講座
自立心を育む子育てコーチング・
仲間づくり　
市、コミュニケーション・ファーム
子育て中の父母とプレママ（妊娠中の

お母さん）30人（先着制）、保育（1歳～
未就学児）8人（要予約）
10月5日ª・12日ª・19日ªの午前10

時～正午（全3回）
市民協働センター
3,000円
9月2日∂から市民協働センター@46-

0048・I46-0148・ kyoudou@collabo-
mitaka.jp（保育の希望は21日ªまで）
西社会教育会館講座
「ゆったりと手づくりに親しむ」
オリジナル絵本箱を中心としたおもち
ゃを作ります。
在学・在勤を含む16歳以上の市民25

人、保育（1歳～未就学児）15人
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所� 10月15日～平成20年2月25日の祝日を
除く毎週月曜日午前10時～正午（全13回）
西社会教育会館
材料費代
9月3日∑～14日ªの午前9時30分～

正午に、直接または電話・インターネッ
トで同館@32-8765
母子家庭自立支援教育訓練給付金
の給付率などが変わります
市内在住の母子家庭の母の就業支援の
ため、ハローワークの教育訓練給付金の
該当とならない場合に、1人1回に限りハ
ローワークの基準の講座受講について受
講料などの一部を助成しています。
10月1日∑から給付率などが変わり、
給付率20％・給付金上限10万円・下限
4,000円となります（9月28日ªまでの申
請については旧基準を適用）。
子育て支援室@内線2695

こもれび電話相談
家庭だけでは解決できないことなどお気
軽にご相談ください。
◆こもれび電話相談@42-4471
毎週水・金曜日午後1時～3時
高齢者支援室@内線2623

禅林寺龍華会基金から車椅子（手
動式）を差し上げます
車椅子の購入が困難な市内在住の高齢

者の方（申込多数の場合は抽選）
※介護保険でレンタル可能な方や、要支
援判定の方は除きます。
9月11日∏（消印有効）までに、はが

きに申し込みの具体的な理由を記入し
「〒181-8555三鷹市社会福祉協議会在宅係」
同協議会@79-3505

介護予防プログラム
「運動機能向上プログラム」
転倒予防体操など。
要介護認定を受けていない65歳以上の

市民で、4・7月からの同事業に参加して
いない方、20人（先着制）
10月3日～12月19日の毎週水曜日、A

午前10時～正午、B午前9時30分～11時
30分（いずれも全12回）

A老化予防センター三鷹（新川6-9-11
松ビル3階）、B市民協働センター
1回500円（市民税非課税の方は100円）
9月3日∑から総合保健センター@

46-3254
歯ッピー楽ッキー教室の参加者募集！
簡単なおやつづくりと口の運動（健口
体操）を取り入れた楽しい教室です。
65歳以上の要介護認定を受けていない

市民で、この教室に参加したことのない
方20人（先着制）
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日� 10月10・24日、11月14・28日、12月
12・26日の水曜日午後1時30分～3時30分
（全6回）
総合保健センター
600円
9月3日∑から同センター@46-3254

介護予防教室「脳力トレーニング」
物忘れの気になる高齢者、高齢者と同

居の家族、市民の方
9月25日∏午後2時～4時
連雀コミュニティセンター2階
当日会場へ
弘済園地域包括支援センター@48-8855

秋のつるかめ健康塾参加者募集！
五感を使った食生活の体験と、感情豊
かな表情をつくる口の筋力アップ。
65歳以上の要介護認定を受けていない

市民で、この教室に参加したことのない
方20人（先着制）
10月5・19日、11月2・16日の金曜日

午前10時～11時30分（全4回）
総合保健センター
400円
9月3日∑から同センター@46-3254

「脳の健康教室」学習者募集！
簡単な計算などの学習を行います。
65歳以上の市民で、毎週1回学習教室

に参加し、毎日10分程度の自宅学習が可
能な方30人（申込多数の場合は抽選）
10月末～平成20年3月末まで
東京弘済園（牟礼5-2-5）
月額2,000円（教材費含む）
10月1日∑までに弘済園地域包括支

援センター@48-8855

都電・都バス・都営地下鉄
無料乗車券の更新
9月30日∂が有効期限の乗車券は、9月
3日∑から更新手続きの受付を開始しま
す。くわしくは地域福祉課@内線2619・
生活福祉課@内線2635・子育て支援室@
内線2676へ。
障がい者チャリティー2007 みたか寄席
前売り券発売中
出演は桂米丸、古今亭志ん橋、古今亭
菊寿、東京丸・京平、三増れ紋。手話通
訳つき。お楽しみ抽選会もあります。
三鷹市障害者福祉懇談会
9月29日º午後1時開演
三鷹市公会堂
当日2,500円、前売り2,000円

※前売券は市役所地下1階の売店「ぽけ
っと」@内線3931、市内の障がい者授産
施設、作業所などで販売中。ご自宅への
お届けも可。
地域福祉課@内線2618問�
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月
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は
三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

災
害
時
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
生
命
の
安
全
確
保
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
鷹
市
で
は
防
災
課
が
中
心
と
な
り
、

消
防
・
警
察
・
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
柔
道
接
骨
師

会
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
、
災
害
時
医
療
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う

か
を
繰
り
返
し
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
中
心
と
な
る
の
が

災
害
時
医
療
救
護
所
と
医
療
拠
点
で
す
。

重
い
症
状
は
病
院
へ
、
軽
い
ケ
ガ
は
医
療
救
護
所
へ
―
―
三
鷹
市

で
は
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
市
内
の
診
療

所
を
閉
院
し
て
、
応
急
の
医
療
が
行
え
る
災
害
時
医
療
救
護
所
（
五

小
、
高
山
小
、
中
原
小
、
南
浦
小
、
三
小
、
井
口
小
、
大
沢
台
小
）

と
重
傷
者
の
治
療
を
行
う
医
療
拠
点
で
あ
る
市
内
８
病
院
（
厚
生
会

病
院
、
武
蔵
野
病
院
、
三
鷹
病
院
、
篠
原
病
院
、
野
村
病
院
、
井
之

頭
病
院
、
三
鷹
中
央
病
院
、
長
谷
川
病
院
。
※
杏
林
大
学
病
院
は
東

京
都
の
後
方
医
療
機
関
で
あ
る
た
め
除
い
て
い
ま
す
）
に
医
師
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
集
結
し
、
救
護
物
資
を
集
中
的
に
配

備
し
て
効
率
的
な
災
害
時
医
療
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
拠
点
で
あ
る
病
院
の
中
に
は
、
普
段
は
精
神
科
専
門
病
院
と
し
て
、

活
動
し
て
い
る
病
院
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
負
傷
者

の
処
置
が
可
能
な
よ
う
に
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
行
わ
れ
る
最
初
の
活
動
は
ト
リ
ア
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
同
時
に
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
場
合
、
医
療
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
最
大
数
を
救
命
で
き
る
方
法
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
軍

隊
に
よ
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
判
定
は
可
能
な

限
り
医
師
が
行
い
、
病
状
を
４
段
階
に
判
定
し
結
果
は
順
番
に
切
り

取
り
可
能
な
４
色
の
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
で
表
示
し
、
負
傷
者
の

手
首
に
つ
け
ま
す
。
そ
の
判
定
は
、

黒
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
０
…
死
亡
、
も
し
く
は
救
命
不
可
能
（
死
亡
の
判

定
で
は
な
い
）

赤
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
…
生
命
に
関
わ
る
重
篤
な
状
態
で
救
命
の
可
能

性
あ
り

黄
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
…
重
症
だ
が
短
時
間
な
ら
状
態
は
安
定

緑
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
…
致
命
的
で
な
い
軽
症
な
も
の

搬
送
や
救
命
処
置
の
優
先
順
位
は
赤→

黄→

緑→

黒
と
な
り
ま

す
。例

年
、
防
災
の
日
に
三
鷹
市
医
師
会
で
は
ト
リ
ア
ー
ジ
の
詳
細
と

応
急
処
置
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
ぜ
ひ

防
災
訓
練
へ
ご
家
族
・
ご
近
所
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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